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受け継ぐ開拓の息吹

郷土芸能は、心のふるさと

十
一
月
三
日
は
文
化
の
日
で
す
。
留
萌
に
も
郷
土

芸
能
に
神
楽
と
太
鼓
が
あ
り
ま
す
。

ニ
シ
ン
漁
で
湧
い
た
開
拓
の
時
代
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
地
域
色
豊
か
な
神
楽
と
日
本
人
の
音
の
故

郷
で
あ
る
太
鼓
を
守
っ
て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
神
楽
四
団
体
と
太
鼓
二
団
体
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

道
内
各
地
で
演
奏

留
萌
黒
潮
太
鼓
保
存
会

黒
潮
太
鼓
の
発
足
は
、
昭
和
四

十
一
年
八
月
登
別
市
地
獄
祭
り
。

当
市
で
開
催
さ
れ
た
　
「
全
道
盆
踊

り
太
鼓
大
会
」
　
に
参
加
、
特
賞
か

ら
三
位
ま
で
独
占
し
、
さ
ら
に
特

別
招
待
賞
を
受
け
、
太
鼓
だ
け
の

演
奏
音
楽
に
自
信
を
つ
け
た
こ
と

が
初
ま
り
で
す
。

従
来
の
盆
踊
り
で
使
っ
て
い
た

太
鼓
の
他
に
一
箇
を
購
入
し
、
不

足
分
は
酒
屋
か
ら
空
櫓
を
三
箇
も

ら
い
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

太
鼓
の
音
が
大
き
く
、
練
習
場

所
も
瀬
越
会
館
を
初
め
と
し
て
現

在
の
文
化
セ
ン
タ
ー
に
決
る
ま
で

八
ヶ
所
も
替
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
五
月
に
留
萌
観

光
協
会
か
ら
太
鼓
三
筒
の
寄
贈
を

う
け
、
ま
た
市
内
の
有
志
の
方
か

ら
の
寄
付
で
〝
．
．
．
太
鼓
″
を
購
入

し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
九
月
に
N
H
K

の
ど
自
慢
大
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
皮
切
り
に
、
昭
和
四
十
八
年

十
一
月
家
族
揃
っ
て
歌
合
戟
に
出

演
、
大
宮
市
、
岡
山
市
、
千
葉
市

な
ど
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
物
産

展
に
合
わ
せ
て
演
奏
出
演
、
そ
の

他
道
内
各
地
で
数
多
く
演
奏
の
機

会
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
ま
す
。

ト
勇
壮
な
太
鼓
の
連
打

し
か
し
、
多
く
の
障
害
と
悩
み

も
あ
り
ま
す
。

練
習
場
所
の
確
保
は
も
と
よ
り

後
継
者
が
い
な
い
こ
と
、
会
員
も

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
も
っ
て
い
る
の

で
会
員
一
緒
に
練
習
が
で
き
な
い

こ
と
や
太
鼓
の
数
が
ま
だ
ま
だ
少

な
い
こ
と
な
ど
で
す
。

会
員
た
ち
は
、
留
萌
市
の
郷
土

芸
能
と
し
て
、
太
鼓
の
集
団
演
奏

を
通
じ
て
少
し
で
も
文
化
の
向
上

に
役
立
と
う
と
研
究
を
積
み
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

会
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
み

ん
な
で
打
ち
な
が
ら
で
き
上
っ
た

曲
目
は
、
「
激
流
暑
寒
太
鼓
・
留
萌

の
四
季
・
北
海
こ
ま
き
太
鼓
・
ソ

ー
ラ
ン
太
鼓
」
　
の
四
曲
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
曲
を
作
り

上
げ
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
手
で
伝
承

藤
山
少
年
太
鼓

藤
山
少
年
太
鼓
は
、
昭
和
五
十

五
年
三
月
藤
山
小
学
校
開
校
八
十

周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

何
か
い
つ
ま
で
も
藤
山
町
に
残
り

伝
え
て
い
け
る
も
の
は
と
、
生
ま

れ
ま
し
た
。

普
通
、
太
鼓
の
演
奏
は
五
分
程

度
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
藤
山
小

年
太
鼓
は
三
十
分
と
長
く
楽
譜
も

あ
り
幸
二
㌢
。

↓
無
心
に
太
鼓
を
打
つ
少
年
た
ち

古

演
奏
は
三
楽
章
構
成
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
曲
目
の
青
雲
太
鼓
は
、
開
拓

の
頃
の
藤
山
を
想
定
。
開
拓
者
が

想
像
を
絶
す
る
よ
う
を
苦
労
を
し

な
が
ら
も
明
日
に
向
か
っ
て
努
力

を
し
て
い
っ
た
情
景
を
あ
ら
わ
し

て
い
ま
す
。

二
曲
目
の
田
園
太
鼓
は
、
の
ど

か
を
田
園
風
景
を
あ
ら
わ
し
て
い

ま
す
。三

曲
目
の
藤
山
の
子
守
唄
は
、

わ
ら
べ
唄
風
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
黄

金
色
に
輝
く
稲
作
畑
を
歩
く
子
守

り
の
風
景
が
表
現
さ
れ
全
体
的
に

優
し
さ
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
す
。

練
習
は
週
二
回
で
一
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
二
十
五
人
の
チ
ビ
も

た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

太
鼓
は
、
六
年
生
四
人
、
五
年
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生
四
人
で
打
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か

の
子
ど
も
た
ち
は
、
「
シ
ン
バ
ル
」

「
鉄
琴
」
「
か
ね
」
な
ど
の
楽
器
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

六
年
生
は
、
下
級
生
に
自
分
の

覚
え
た
こ
と
を
、
手
取
り
足
取
り

教
え
て
い
ま
す
。
始
め
て
パ
テ
を

持
つ
下
級
生
は
、
練
習
に
熱
が
入

っ
て
く
る
と
、
手
の
皮
が
む
け
て

い
る
の
も
気
付
か
ず
パ
テ
を
打
ち

続
け
て
い
ま
す
。

郷
土
伝
承
芸
能
に
し
ょ
う
と
、

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

舞
は
十
六
種
類

タ
ル
マ
ッ
プ
獅
子
舞
保
存
会

明
治
三
十
七
年
頃
、
富
山
出
身

者
が
入
植
。
当
時
二
十
戸
く
ら
い

の
住
民
が
、
故
郷
の
祭
り
を
想
い

獅
子
舞
を
導
入
し
ま
し
た
。
以
来

一
度
も
休
ま
ず
現
在
ま
で
続
け
て

い
る
こ
と
が
自
満
に
な
っ
て
い
ま

す
。舞

は
十
六
種
類
あ
り
、
舞
と
磯

子
を
十
二
・
三
名
で
行
な
い
、
村

祭
り
や
、
農
家
の
収
獲
後
に
舞
を

披
露
し
て
い
ま
す
。

今
は
ビ
デ
オ
が
あ
り
ま
す
が
昔

は
、
「
見
よ
う
見
ま
ね
で
舞
を
覚
え

た
も
の
で
す
」
と
岩
腰
敬
之
会
長

が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

村
祭
り
に
は
、
留
萌
市
街
に
転

出
し
た
人
た
ち
が
、
獅
子
舞
を
見

↓
竹
つ
ぎ
（
舞
を
披
誇

↓
圧
感
大
獅
子
の
踊
り

に
来
て
く
れ
る
の
で
、
踊
り
手
た

ち
も
ハ
ッ
ス
ル
し
ま
す
。

今
後
は
、
笛
の
吹
き
手
の
養
成

な
ど
、
後
継
者
の
育
成
に
つ
と
め

て
い
き
ま
す
。

舞
の
保
存
に
ビ
デ
オ
を

幌
糠
町
郷
土
獅
子
舞
保
存
会

幌
糠
町
に
伝
統
芸
能
と
し
て
継

承
さ
れ
て
い
る
獅
子
舞
は
、
明
治

三
十
三
年
頃
の
開
拓
当
時
の
青
年

有
志
が
故
郷
の
越
中
五
ケ
山
地
方

（
富
山
県
）
に
伝
わ
る
大
獅
子
を

導
入
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
獅
子
舞
は
、
舞
方
十
名
、

嚇
子
方
五
名
で
踊
り
、
舞
の
種
類

は
五
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
見
る

人
に
勇
壮
華
箆
さ
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

現
在
会
員
は
三
十
六
名
、
幌
糠

祭
り
の
十
日
前
か
ら
公
民
館
な
ど

を
借
り
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

こ
の
由
緒
あ
る
獅
子
舞
を
郷
土

芸
能
と
し
て
、
開
拓
精
神
と
と
も

に
引
き
継
ぎ
後
世
ま
で
保
存
し
よ

う
と
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
幌
糠

町
郷
土
獅
子
舞
保
存
会
を
結
成
。

以
来
、
舞
を
ビ
デ
オ
に
取
り
を
が

ら
獅
子
舞
の
保
存
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。

下
北
半
島
が
発
祥
の
地

留
萌
岩
戸
神
楽
保
存
会

大
正
十
年
代
に
青
森
県
下
北
半

島
か
ら
練
漁
場
へ
出
様
に
来
て
い

た
人
た
ち
の
中
か
ら
、
留
萌
の
神

楽
が
生
ま
れ
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。昭

和
四
十
年
留
萌
岩
戸
神
楽
保

存
会
と
名
称
を
か
え
、
大
工
、
左

官
、
潜
水
夫
な
ど
を
中
心
に
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
中
学

生
の
参
加
な
ど
も
あ
り
、
年
齢
的

に
も
若
年
層
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く

を
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
留
萌
神
社
祭
典
の
「
門
う

ち
」
　
に
参
加
し
、
祭
り
の
盛
り
上

げ
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

練
習
は
祭
り
の
十
日
前
か
ら
堺

活
会
長
宅
の
二
階
で
行
い
ま
す
。

練
習
は
お
も
に
子
ど
も
た
ち
で

大
人
の
会
員
は
忙
し
く
、
当
日
、
本

番
で
舞
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

留
萌
祭
り
に
は
か
か
せ
な
い
神

楽
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

↓
獅
子
は
二
頭
立
て

い
ま
す
が
、
組
織
さ
れ
た
の
は
大

正
十
年
頃
で
す
。

舞
は
今
で
も
身
ぶ
り
、
手
ぶ
り

で
伝
え
て
い
ま
す
。

会
員
は
十
五
名
程
度
で
漁
業
者
、

出
稼
者
が
大
半
で
す
。
練
習
は
漁

業
者
が
多
い
の
で
、
天
候
に
左
右

さ
れ
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
の
が

悩
み
で
す
。

舞
を
覚
え
る
の
に
、
四
、
五
年

か
か
り
、
嚇
子
は
三
年
く
ら
い
か

か
り
ま
す
。
今
か
ら
後
継
者
を
育

て
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
会

で
は
、
礼
受
地
区
出
身
の
若
い
人

た
ち
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

舞
は
全
体
で
十
四
、
五
分
の
踊

り
で
、
珍
ら
し
い
の
は
、
現
在
も

神
楽
詞
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

毎
年
七
月
二
日
の
礼
受
祭
り
に

獅
子
舞
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
天
候
次
第

礼
受
南
部
神
楽
保
存
会

礼
受
南
部
神
楽
は
今
か
ら
百
年

近
く
前
か
ら
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

ト
こ
の
日
は
漁
を
休
み
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